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仮置場の基本構造と安全性 可燃物

基本構造
除染で除去された 可燃物 を地上に保管する場合

※排水勾配を現場状況に応じて付ける

遮水シートなど
整地

雨水排水溝
保護層（集水補助層）排水勾配

通気性防水シートなど(上部)

遮へい土のう（山砂など）

遮へい大型土のう（山砂など）

フレキシブルコンテナ
大型土のうなど
（除去物:約1m3）

土のうなど

十分な距離 柵など柵など

土のうなど

十分な距離

地下水観測孔

集水排水管

温度計

可燃物の特徴
取りのぞいた落ち葉や落ちた枝、伐採した枝木や葉などの可燃物は、置い
ておくとガスが発生し、火災の原因になるおそれがあるので、通気性防水
シートなどで覆い、ガス抜き管を設置します。また、定期的に廃棄物の保
管状態を確認し、白煙や水蒸気などが確認された場合は内部の温度な
どを測定し、適正に管理します。

雨水排水溝

集水タンク
（必要に応じて）

取りのぞいた落ち葉などは、フレキシ
ブルコンテナや大型土のうなどに入
れ、水を通さない遮水シートなどの
上に置き、通気性防水シートなどで
覆い管理します。

排水勾配

ガス抜き管

<枝木などの収納物例>地下水


